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(概要説明)  

 糸魚川総合病院 脳神経外科と糸魚川市 健康増進課の研究チームは、能生国民健康保険

診療所、仙台頭痛脳神経クリニックとの共同研究で、「65歳以上高齢者における頭痛・片頭痛・

痛み止めの使いすぎによる頭痛(薬剤の使用過多による頭痛、薬物乱用頭痛)有病率調査」を糸

魚川翡翠研究と題して日本で初めて行いました。新型コロナワクチン接種後の待機時間を利用

したこの調査において、糸魚川地域の 65歳以上高齢者における頭痛・片頭痛・痛み止めの使

いすぎによる頭痛の有病率はそれぞれ 11.97%、0.91%、0.70%であることを報告しました。 

 本研究は令和 4年 8月 11日に医学雑誌「Journal of Clinical Medicine」に掲載されました。 

 

(説明) 

 【背景】日本における片頭痛の年間有病率は 8.4%で、20-40歳代の若年女性に多いと言われ

ています。片頭痛を含め頭痛の大半は命に関わることはなく軽視されがちですが、片頭痛による

欠勤や休業、学業や労働のパフォーマンス低下などによる間接的経済損失は 1人あたり 176万

円/年と言われています。片頭痛を含め頭痛の多くは、①痛いときに飲む「痛み止め」の適切な選

択と内服 ②痛くなって困らないように頭痛の重症度や頻度を改善する「予防薬」の内服 の 2本

柱の治療により、生活への支障を最小限にコントロールすることができます。そのため、月に 2回

「糸魚川の 65歳以上高齢者における 

頭痛・片頭痛・痛み止めの使いすぎによる頭痛 

(薬剤の使用過多による頭痛、薬物乱用頭痛) 有病率調査」が 

Journal of Clinical Medicine誌に掲載されました。 



以上頭痛があるなど、頭痛により普段の生活に支障をきたしている場合は医療機関で適切な治

療を受けることが、患者さん自身の生活の質の向上および日本の経済発展のために重要です。 

日本において片頭痛患者の約 7割は医療機関を受診せず、市販の痛み止めを使ったり我慢

をしたりしているのが現状です。片頭痛は進行性の疾患と言われており、適切な治療をしないと

年間 3%の人が難治な「慢性片頭痛」へと移行します。また痛み止めを毎日のように使用すると

「痛み止めの使いすぎによる頭痛（薬剤の使用過多による頭痛、薬物乱用頭痛）」を発症してしま

います。慢性片頭痛や痛み止めの使いすぎによる頭痛のおよそ 3割は頭痛が軽快しにくいこと

が言われており、若い時からの頭痛がこのように難治になる可能性もあるのです。 

高齢化が進む日本では健康寿命が長くなり、社会進出の機会が増え、仕事・趣味・家事など

に励む高齢者が増えています。そのため、頭痛は高齢者にとっても負担となっていることが推測

されます。本来加齢とともに片頭痛は軽快していくのですが、このような難治な頭痛を伴うと、年

齢を重ねても軽快せず頭痛で生活に支障が出てしまうことが予想されます。また日本における高

齢者の頭痛の有病率やその特徴も詳細に調査されたことはありませんでした。 

 

【方法と結果】第 3回新型コロナワクチン接種後の待機時間を利用して、糸魚川総合病院と能

生国民健康保険診療所で 65歳以上高齢者の糸魚川市民の皆様にアンケート調査を行いまし

た。その結果、糸魚川地域の 65歳以上高齢者における頭痛・片頭痛・痛み止めの使いすぎに

よる頭痛の有病率はそれぞれ 11.97%、0.91%、0.70%であることが疑われました。また人工知能

によるクラスター解析では、従来の緊張型頭痛、片頭痛、痛み止めの使いすぎによる頭痛の他

に、「脳卒中・脂質異常症・うつ病などを既往にもつ重症な頭痛」が高齢者特有の頭痛として存

在しうることが分かりました． 

 

【今後の展望】およそ 1%の高齢者に片頭痛や痛み止めの使いすぎによる頭痛があることがわ

かりました。諸外国の報告に比べるとやや少ない印象ですが、社会で活躍する高齢者が多い日

本において、高齢者の頭痛に対する社会の認識はまだ乏しいと思われます。さらに、若い時から

持っている片頭痛が不適切な治療により悪化し、歳を重ねても治らなくなっている可能性も示唆

されます。片頭痛による社会的経済的損失は重大です。頭痛は適切な治療でその生活への支

障を最小限にすることが可能な疾患であるため、今回の調査をきっかけに、若年者のみならず高

齢者においても、片頭痛への理解、医療機関への適切な受診、痛み止めの使いすぎによる頭痛

の予防・啓発が広まることが期待されます。 
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